




























































































































































































色このみなる女の返おもひはいやまさるにおやこの女をうしろめたきいかてはあるましかりけみな月つこ りこともなき女といひけれはをこせたましてつれ かりけれと右のむまのか るおきなみなせと ふ所ありけ宮にかへり給ふけりむかしわかきおとこなをや人をはうらみつへき物にひとつふたついてけり きもいとあいにしへ所も らす花をさせりけり□のあるしなる人おとこいたうめてゝふみはこに入てあたにになりにけれ
1ウ7オ8オ13ウ17ウ19オ注3ウ注5オ注5オ注7オ31オ33オ注注ウ注注オ注7オ注9オ51ウ55ウ56ウ57オ59オ61オ61ウ61ウ6注ウ












































































































































景季、文治五年七月二十九日。景高、同年八月二十一日 謡曲 箙」 景季をシテとする。









人物往来社、二〇 四 三月） 、梶原堂案内板（ 「高部まちづくり 会」一九
八一年設置。 「税理士法人いそべ会計」 ＨＰに転載） 。 梶原堂近くのバス停に 「矢崎」の地名が残る。 『姓氏家系大辞典』 （角川書店。一九六三年十一月）に拠ると、景慶は讃岐の梶原氏で、景時三男景茂の後裔である。なお、案内板は「景時公の八代の孫」と記す
19　〔参考〕を参照。
〔参考〕 『系図纂要』所蔵
　
梶原景時関係系図
（ 『姓氏家系大辞典』に拠り付加）
（かやば
　
やすお
　　
本学名誉教授）
景時
　　
梶原平蔵
　侍所
　　
平治二年正ノ廿逆心事発覚
　　
走西国於駿河国高橋中矢死
　　
龍泉院梶勝源公
　　
　　　　
葬駿州狐寄梶原山
景季
　　
源太左衛門尉
　　
同父走西国於清見関討死
卅九
　　
光源院
景高
　　
平二左衞門尉
　同父兄討死
卅六
　　
徳源院
景茂
　　　　　　　　　　　　　
景慶
　　
三郎兵衛尉
　同父兄討死
卅四
　
　　
昭源院
景国
　　
六郎
　　
同父兄討死
　　
保源院
景宗
　　
七郎
　　
同父兄討死
　　
道源院
景則
　　
八郎
　　
同父兄討死
　　
心源院
景連
　　
九郎
　　
同父兄討死
　　
妙源院
